
８
月
９
日
（
日
）
、
台

風
の
接
近
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
学
校
に
子
供
た

ち
の
元
気
な
声
が
響
き
ま

し
た
。

戦
後
81
年
目
を
迎
え
、

「
県
民
祈
り
の
日
」
の
本

日
、
県
内
す
べ
て
の
学
校

が
登
校
日
と
な
り
、
平
和

集
会
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

７
月
８
日
（
水
）
に
執

り
行
わ
れ
た
平
戸
市
戦
没

者
追
悼
式
に
列
席
し
ま
し

た
。
戦
争
を
直
接
経
験
さ

れ
た
方
々
が
亡
く
な
る
中

で
、
子
供
た
ち
に
戦
争
の

悲
惨
さ
を
ど
の
よ
う
に
伝

え
て
い
く
の
か
は
、
私
た

ち
教
育
に
携
わ
る
者
に
と
っ

て
極
め
て
大
き
な
課
題
で

す
。校

長
で
あ
る
私
自
身
、

戦
争
を
経
験
し
て
お
ら
ず
、

教
育
に
よ
っ
て
戦
争
の
悲

惨
さ
、
恐
ろ
し
さ
を
知
識

と
し
て
得
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
供
の
頃
に

学
ん
だ
戦
争
は
、
平
戸
と

は
ほ
ど
遠
い
場
所
で
の
出

来
事
の
よ
う
な
感
覚
を
覚

え
て
い
ま
す
。

平
和
集
会
で
の
校
長
の

話
で
は
、
平
戸
に
残
る
戦

争
遺
構
や
平
戸
か
ら
戦
地

に
行
き
、
戻
ら
な
か
っ
た

方
も
い
る
こ
と
伝
え
、
平

戸
も
戦
争
と
深
く
関
わ
り

が
あ
っ
た
こ
と
、
決
し
て

過
去
の
も
の
と
し
て
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
話

し
ま
し
た
。

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和

の
尊
さ
を
私
た
ち
大
人
が

子
供
た
ち

へ
語
り
継

ぐ
こ
と
が

未
来
へ
の

責
任
で
あ

る
と
考
え

ま
す
。

７
月
30
日
（
木
）
に
、

長
崎
県
立
総
合
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
第
48
回
交
通

安
全
こ
ど
も
自
転
車
長
崎

県
大
会
に
６
年
生
６
名
が

出
場
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
５
月
下
旬

か
ら
大
会
前
日
ま
で
の
約

２
か
月
間
、
体
育
館
等
で

学
科
と
実
技
の
練
習
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
大
会
当

日
は
多
く
の
選
手

た
ち
が
出
場
す
る

な
か
、
団
体
戦
４

位
、
個
人
成
績
で
も
１
位

２
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

緊
張
し
な
が
ら
も
互
い

に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
学

科
や
実
技
に
臨
む
経
験
は
、

選
手
た
ち
を
大
き
く
成
長

さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
転
車
大
会
を

通
じ
て
交
通
安
全
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
る
目
的

も
十
分
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
戦
（
団
体
選
手
の
み
）

第
１
位

井
吉
航
大

個
人
戦
（
団
体
選
手
除
く
）

第
１
位

濵
﨑
美
緒

第
２
位

古
川
愛
來

第
68
回
「
水
道
週
間
」

平
戸
市
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し

た
。市

内
全
小
学
校
か
ら
約

千
点
応
募
が
あ
り
、
本
校

か
ら
６
名
が
入
賞

し
ま
し
た
。

【
習
字
の
部
】

優
秀

６
年

横
山

凛

佳
作

６
年

後
藤
駿
慈

【
標
語
の
部
】

優
秀

３
年

下
道
椋
晴

４
年

永
蓮
生

佳
作

３
年

木
村
佳
純

４
年

宮
國
和
洋
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児 童 数 ３１１名
教職員数 ３７名

創立１５２周年

学校教育目標 「豊かな心をもち 自ら考え行動できる たくましい子供を育成する」

全
校
で
平
和
集
会

語
り
継
ぐ
こ
と
が
未
来
へ
の
責
任

平
戸
に
残
る
戦
争
遺
構

そ の 立 場 立 場 で な く て は な ら ぬ 人 に な る全校合唱「この時代に」

【団体戦】

井吉航大

濵﨑いろは

川久保百萌

中島 千

【個人戦】

濵﨑美緒

古川愛來

入
選
者
紹
介

自
転
車
大
会
で
県
１
位

１ 目的
〇戦争の悲惨さ・恐ろしさや原爆の被害に
ついて知らせ、平和の尊さと必要性を心
から感じ取らせる。
〇戦争についてだけでなく、日々の学校生
活の中の「平和」について考えさせ、自
分にできることから実行しようという意
欲を育む。

２ 平和集会の内容
（１）はじめのことば（集会委員会）
（２）校長先生のお話
（３）平和の本の読みきかせ
（４）感想の共有・話し合い（縦割り班）
（５）「平和のためにできること」（発表）
（６）全校合唱「この時代に」
（７）終わりのことば（集会委員会）

３ 事前取組
〇戦争、原子爆弾について調べる学習
〇折り鶴つくり（縦割り班）など

平和集会計画


